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1．はじめに
　今回我々は，特異な形態を呈した回盲部脂肪腫症
の1例を経験したので若干の文献的考察を加えて報
告する．
II．症 例
　患者：58歳，男性．
　主訴：特になし．
　既往歴：18歳時，虫垂炎手術．27歳時，内痔核手
術．
　家族歴：特記事項なし．
　現病歴：1992年人間ドックの大腸X線検査で盲腸
部の隆起性病変を指摘され，精査加療目的に同年8
月31日入院となった．
　現症：体格，栄養良好で，貧血や黄疸は認めなか
った．胸腹部の理学的所見に異常なく，表在リンパ
節も触知しなかった．
　入院時検査所見＝末血，生化学検査に異常なく，
CEAも正常値であった．便潜…血は免疫法で2日間と
も陰性であった．
　大腸X線検査所見：上行結腸および回盲部の二重
造影像である．盲腸は軽度変形し，回盲弁上に3×3
cm大の表面平滑で結節状を呈する透亮像を認めた．
その他，上行結腸中部および病変隣接部に憩室がみ
図1　上行結腸および回盲部の二重造影像を示す．
　　回盲弁上に結節状を呈する粘膜下腫瘍様隆起を
　認める．その他，憩室を3箇所認める．
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図2　上行結腸下部より盲腸部の内視鏡像を示す．
　　回盲弁上唇より亜有茎性で結節状の隆起を認
　　め，それに隣接して憩室口が認められる．
られた（図1）．
　大腸内視鏡検査所見＝図2は上行結腸下部より盲
腸部の内視鏡像である．盲腸は軽度変形し，回盲弁
上唇より肛門側に可動性を有する亜有茎性で結節状
の隆起性病変を認め，これに隣接して憩室口がみら
れた．隆起の粘膜面は周辺と同様で，鉗子圧迫によ
るcushion　signは陽性であった．隆起部の近接像で
は，粘膜面はやや黄白色調を呈していた．以上の所
見より粘膜下腫瘍を疑い生検を試みたが，病変を示
唆する組織は得られなかった．
　腫瘍径が大きいことや術前診断が困難であったこ
とより，外科的切除（回盲部切除術）を施行した．
　摘出固定標本：回盲弁上唇より盲腸部に周辺粘膜
と同色調で表面平滑な乳頭状の隆起性病変を認めた
（図3）．また，隆起内部の割面は脂肪組織に富んでお
り，軟性で黄白色調を呈していた．
　病理組織学的所見：図4はホルマリン固定後の隆
起四割面のヘマトキシリン・エオジン染色像である．
被覆上皮は非腫瘍性で，粘膜下に脂肪細胞と結合織，
血管，リンパ管の著明な増生が認められた．また，
病変部と周辺組織の境界は不明瞭で，被膜は認めら
れず脂肪腫症と診断した．
III．考 察
回盲部の脂肪腫症lipomatosisは1948年，　Kelby
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　摘出固定標本を示す．周辺粘膜と同色調で表
面平滑な乳頭状の隆起を呈する．
’穐・
騒グ薩
ts　b’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1鋤
図4　隆起腰割面の組織像を示す．粘膜下に被膜を
　　有さない脂肪細胞の著明な増生がみられる．
によって最初に報告され1），1ipohyperplasia，
1ipomatous　hyperplasiaなどの名称がある．本疾馬
の病理学的特徴は，大腸粘膜下に被膜を形成するこ
となくびまん性に脂肪細胞の増生をきたし1），被膜
を有する脂肪腫1ipomaとは区別されている．
　本邦では，1983年目らの報告に始まるが，現在ま
でに自験例を含め5例をみるに過ぎない2）一一5）．その
内訳は，男女比3対2，平均年齢60歳である（表1）．
欧米では6）’v8），いずれも中高年の女性に好発すると
されている．　　　　　’・
　本症の成立機序に関しては，①回盲弁の大腸内壁
方向への推進力により粘膜下層に脂肪が徐々に蓄積
される（tissue　vacuum説）7），②反復する腸重積な
どに合併する低酸素状態により一種の虚血性の炎症
が生じ粘膜下が浮腫状となり，そこに脂肪が蓄積さ
れるとする説9），③憩室炎，慢性虫垂炎や腹部手術の
既往との関連を指摘する説10）などが挙げられてい
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表1回盲部脂肪腫症の本邦報告例
報告者　症例　主訴　部位　大きさ（cm） 内視鏡または注腸所見 合併症 治療法
　林3）
津久井4）
金　森5）
　谷6）
自験例
67，F　　粘血便
42，M　　下腹痛
71，F　　便　秘
62，M　　血　便
58，　M なし
回盲部
終末回腸
回盲部
回盲部
盲腸部
3．5　×　5．3
　12
4．6　×　3．8
4．0　×　4．0
3．0　×　3．0
半球状，単発
結節状，多発
半球状，多発
半球状，単発
亜有茎性
結節状，単発
上行結腸癌
　腸重積
　脳梗塞
結腸憩室炎
回盲部憩室
右半結腸切除
回盲部切除
内視鏡的切除
右半結腸切除
回盲部切除
る．自験例では，虫垂炎手術の既往があり，また，
病巣近傍に憩室が存在していることより，その成因
に腸管運動の影響が示唆される．しかし，自験例は
以前に回盲部痛や便通異常はなく，また，憩室炎や
腹部手術の既往をもった例を多数経験：しているが脂
肪腫症を認めた症例はないことから，明確に説明す
ることは出来ない．
　本症の臨床症状は約50％に便秘，腹痛，下痢，六
二感，嘔気嘔吐，時に下血などとされているが1），自
験例の如く無症状例も少なくない1）6）9）．
　本症の診断は，大腸X線検査では通常平滑で境界
明瞭な卵円形の隆起を呈するとされ6）粘膜下腫瘍と
しての診断は比較的容易と思われるが，自験例の如
く亜有茎性，結節状を呈する症例は比較的稀であ
り11），悪性腫瘍やポリープとの鑑別も必要である．大
腸内視鏡検査では，表面平滑でやや黄色調を呈する
粘膜下腫瘍様隆起として観察され，cushion　signも
陽性であるが，これらは脂肪種の所見とも一致し肉
眼的には鑑別困難と思われる．金森ら4）は回盲弁の
広い範囲に病変を認め，回盲部の蠕動とともに病変
の形態が変化すれば脂肪腫との鑑別になりえるとし
ている．また，自験例の如く通常の生検では診断困
難なことが多く，ポリペクトミーによる病理診断の
必要性が報告されている4）．また，ガストログラフィ
ン注腸後のCT検査（low　density　areaとして検出）12）
や超音波内視鏡は診断の一助として有用であり積極
的に施行すべき思われる．
　治療の選択としては，本邦では自験例を含め4例
に外科的切除術が行われているが，いずれも有症状
例あるいは術前診断不能例である．無症状例では経
過観察とする報告が多いが12），隆起が大きい症例で
は出血や腸重積を起こす可能性があることも念頭に
おくべきである．したがって，自験例のように大き
な病変では，病変を数回に分けても内視鏡的切除術
を試みるべきと思われる．
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